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～北公 Cafe Time～
Vol.3

梅雨の時期が始まりました、みなさんいかがお過ごしでしょうか。
ふっと笑顔になれるようなお話を届けていきたいと思いますので、コーヒーでも飲
みながらお読みくださいませ。
その昔、そんなに山奥でもなく、そんなに人里近くでもないところに、小さな村
がありました。
風が吹くと山の木々の枝葉が揺らぎ、なんともさわやかな心地よい風と木の葉の
揺れる音が、畑仕事で汗だくの体に清涼感をもたらしてくれます。小さな沢からは
水が湧き出し、小川となり鳥や虫だけでなく、村人たちにも恵みの水源となり、
畑の作物に十分な水やりができていました。
さあて、今年も畑の作物の葉っぱが出始めた途端に、虫が葉を食べたり茎の汁を
吸ったりでかなわんのう。 虫を取っても、取っても翌日にはまたたかってくる、
なんとかならんかの。しかも、数年おきに鬼がやってきて、畑は荒らすは川もめ
ちゃくちゃにして、被害は作物だけに留まりません。 虫なんてまだ可愛いものよ
のう、あの鬼ばっかしゃ手におえねえ、いい知恵はないもんかのう。
この話をじっと聞いていた、土の中や木の葉や水辺の小さな生き物たちは何か活
動を始めたようです。
そんなある日、温かい日差しが真っ黒な雲に隠れ、冷たい風がひゅっと吹いてき
たかと思うと、すさまじい勢いで雨が降り始め、あの鬼たちがやってきました。
村人は成すすべがありません。
しばらくすると、どこからともなくあの虫たちが集まり、ウンカは玉になり鬼の
目や鼻に飛び込み、ムカデは足に噛みつき、芋虫たちも体中をもぞもぞはい回り、
鬼は退散し明るい日差しが戻ってきました。
この日から鬼は来なくなり、村人たちは安どとともに虫に対して寛容になってき
たそうです。
民話の世界で鬼が登場し、鬼の文字がつく地名もたくさんありますが、その昔鬼
が実在したわけではなく、大きな自然災害が起きたことを忘れず後世に伝えるよう
に地名に残したらしいです。
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